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会実施要領 

 

１． 趣旨・目的 

 成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成２８年度法律第２９号。（以下「法」という。）

の趣旨にのっとり、成年後見制度の利用に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的

とし、印西市成年後見制度利用促進に係る意見交換会（以下「意見交換会」）を開催する。 

 目的の達成のために、国の意向である「国の計画最終年の令和３年度までには、遅くともすべ

ての市町村で中核機関の整備や市町村計画の策定を進めること」を踏まえて、２の検討内容につ

いて意見交換をするとともに、成年後見制度の利用促進に向けたロードマップを作成し、また、

どのような場面でどのように専門職との連携が可能か、実務に携わる専門職の意見を聞くことに

より、より具体的な運用方法を施策に反映させる。 

２． 意見交換会の検討内容 

（1） 地域連携ネットワークの構築に関すること。 

（2） 相談機能に関すること。 

（3） 後見人等候補者の選定方法に関すること。 

（4） 後見人等の支援に関すること。 

（5） チームとして支援する体制づくりに関すること。 

（6） 専門職団体との連携に関すること。  

（7） 中核機関の設置及び運営に関すること。 

（8） 協議会の設置及び運営に関すること 

（9） その他成年後見制度の利用促進のために必要な事項の検討に関すること。 

３．構成 

意見交換会は、次に掲げる者をもって構成する。 

（1） 成年後見制度に関し見識を有する者 

（2） 印西市社会福祉協議会の実務担当者 

（3） 印西市福祉事務所長 

（4） 印西市社会福祉課長 

（5） 印西市障がい福祉課長 

（6） 印西市高齢者福祉課長 

（7） 印西市地域包括支援センターの代表 

（8） 障害者の相談機関の代表 

なお、家庭裁判所をオブザーバーとする。 

 

４．意見交換会の進め方 

（1）意見交換会に会長及び副会長を各１人置き、会長は印西市福祉事務所長をもって充て、副会

長は構成員の互選により定める。 

（2）会長は、会務を総理し、意見交換会を代表し、副会長は、会長を補佐し会長に事故あるとき、

又は欠けたときは、その職務を代理する  


